
（別紙様式例４）

公表日：　　2026年　2月　27日 事業所名：児童発達支援事業所　いゆ　しおさい
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い

いいえ
わから

ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

5

個室、大部屋などがあり、集団で活動す
る際、個別で活動する際、グループ活動
などそれぞれの目的に合った部屋で活動
し、メリハリのある活動をしている。

8 4

園庭があるともっといいと思う。
ブロックなどと玩具の場所を机で分けて
スペースを作ってくれていたので、十分確
保されていると思う。
狭い印象はない。
人数が増えたことにより、狭いと思うこと
がある。

園庭におきましては、現在、設置しており
ませんが、出来る限り、公共施設、公園
等を活用していきながら、活動に努めて
参ります。

2 職員の適切な配置、専門性 5 配置基準を満たしている。 9 2 1

適切な対応やアドバイスをもらっている。
きちんと配置されていると思う。
子どもの人数に対し、職員が何人必要か
分からない。

契約時のご説明をさせて頂きました重要
事項説明書等のご確認を改めてお願い
致します。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

5

ドアが開き戸が多く開閉時に子どもに当
たる危険性があるなど留意するべきとこ
ろはあるが、支援者の安全への意識を高
め、子ども達への意識づけ、声かけを行
い、コーナーガードなどの衝撃吸収材な
どを使って安全対策をしている。

11 1

各部屋にイラストがあり、空間が分かれ
ているのが分かりやすい。
本人が事業所になじみ、時間と共に慣れ
て、場所の把握をし環境にも慣れていっ
ていると思う。
情報伝達についてはもう少し早く伝達が
欲しい。

伝達については、早くお伝えできるように
努めて参ります。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

5

毎日活動後に掃除をし、換気にも努めて
いる。個室や大部屋などあり、子どもの情
緒によって落ち着ける個室もある。少人
数大人数それぞれの活動に合わせた空
間もある。

11 1

いつも清潔にされていると感じる。
子ども達の活動に合わせて場所を区切っ
ていると思う。
教室がシンプルな作りで、視覚的にも他
のものに目がいかず、目の前の事に集中
しやすい環境だと思う。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

5
朝礼、終礼、職員会議で情報を発信、共
有している。

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

5
令和８年度より外部評価を実施予定とし
ている。

3
職員の資質の向上を行うための研修機
会の確保

5
研修の機会が多くあり、様々な研修へ参
加ができるよう情報発信している。

1
適切に支援プログラムが作成、公表され
ているか

5
アセスメント、個別支援計画の作成、モニ
タリングなどを年に２回程実施し、保護者
へ提示し説明を行なっている。

12
子どものことをちゃんと理解してくれてい
るため、相談もしやすい。

2

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

5

アセスメント、個別支援計画の作成、モニ
タリングなどを年に２回程実施し、日々の
子どもの様子を観察したり、子どもの話や
保護者の希望などを聞き取り入れてる。
また、保護者へ提示し説明を行なってい
る。

12
毎回詳しく説明してもらっている。
困っている所をしっかり聞いてくれる。

3

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

5
ポーテージプログラムの活用や日々の行
動を観察し、確認している。 11 1

保護者の意見や課題を取り入れて支援し
てくれていると思う。

4
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

5
言語や認知については個別活動を主とし
た目標。社会性については集団活動での
目標として作成をしている。

5
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

5 職員会議等で共有している。 11 1

6 チーム全体での活動プログラムの立案 5
どうのような活動がいいか、職員間で意
見を出し合ったり、話し合いをしている。

7
活動プログラムが固定化しないような工
夫の実施

5

クリスマス、お正月、豆まきや落ち葉を
使った遊びなど、季節ごとの遊びやイベ
ントを取り入れている。季節にあったメ
ニューでクッキングを行うなど、季節感を
味わえるような活動を毎月取り入れてい
る。

9 3 色んな活動がある。

8
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

5
個別支援計画では、家庭でもできるよう
な支援を設定しており、休暇時などに家
庭でも支援してみてもらっている。

9
支援開始前における職員間でその日の
支援内容や役割分担についての確認の
徹底

5
朝礼等でその日の支援内容や活動内容
を確認したり、前日など前もって役割分担
決め確認したりしている。

10
支援終了後における職員間でその日行
われた支援の振り返りと気付いた点など
の情報の共有化

5

支援終了後、その日の支援や活動内容、
子どもの様子など気付いたことを話題に
上げ、振り返り、それぞれ意見を出し合っ
たりする雰囲気が自然とあり、共有できて
いる。

11
日々の支援に関しての正確な記録の徹
底や、支援の検証・改善の継続実施

5

発達支援の５領域、地域支援、家庭支援
の大項目を基本とした支援記録記載の徹
底、欠席や怪我についての記録を徹底し
ている。

12
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画の見直し

5

年に２回モニタリングを実施し、目標や支
援内容などを見直し、子どもにあった目
標が立てられているかなどを評価してい
る。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。
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事業所の現状評価 保護者の方の評価
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改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議への参画

5

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援の
ため、保育所や認定こども園、幼稚園、小
学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

5

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

5

6
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携や、専門
機関での研修の受講の促進

5

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

5

交流保育なども実施し、子どもの様子や
特徴、支援内容を共有し、保育園やこど
も園とスムーズに移行できるように情報
共有を行っている。

4 2 3 3

我が子は希望したことがないが、交流保
育があるため、他園との交流の機会はあ
る。
今のところ、交流する機会はない。
併行通園ではないため、地域施設の子ど
もと交流する機会はない。
全員が他園との関わりはない為、地域と
の交流があればいいと思う。

就学、就園に向けた交流保育を希望され
る方は実施しております。職員へご相談く
ださい。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

5 地域住民との交流は実施できていない。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

5
見学時、入園の説明の際に説明を行って
いる。 12

しっかり説明をしてもらった。
いつも適切な支援内容だと思う。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

5
個別支援の活動の際に相談にのったり、
保護者からの希望があれば、面談も行
なっている。

12 いつも適切な支援内容だと思う。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

5

外部講師を招き、ペアレントトレーニング
を実施している。また、今年度ペアレント・
トレーニング指導者養成研修へ職員２名
が参加し、地域や保護者への支援に活
かしていく。

10 2
ペアレント・トレーニングのおはなし会に
参加したことが無い為分からない。

月1回程度の個別支援の際に、保護者の
方々に支援に参加を頂いたりする機会を
設けたり、ペアプロの案内や研修会の案
内をその都度、情報提供させて頂いてお
ります。引き続き参加の方ご検討して頂
き、参加をお願い致します。

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

5
コノベルを利用した連絡帳、写真での子
どもの様子の共有を行う。 10 2

毎月の個別の際に日頃の様子や家での
様子を親身になって聞いてもらっている。
相談している。
送迎の際に、その日の様子を聞いたり、
悩みを話したりしているためありがたい。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談への適切な対応と必要な助言の実
施

5
送迎時、個別支援、電話等で、各家庭か
らの相談に応じている。 11 1

送迎の際に、その日の様子を聞いたり、
悩みを話したりしているためありがたい。
送迎時はバタバタして相談できないことも
ある。

送迎時に時間が取れず申し訳ありませ
ん。相談等あれば、遠慮なく申し付け下さ
い。また、個別の際やモニタリングの際な
ど定期的に時間を設けておりますのでご
相談ください。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

5
年１２回のプログラムにより、子育てに関
する様々な視点からの保護者向けおは
なし会を実施している。

5 4 3

おはなし会やイベントでは保護者同士会
う機会があるが、普段は保護者同士で話
す機会はない。先生も含め、一緒に雑談
できる場があったらいいなと思う。
機会を作ってくれてはいるが、中々話せ
ていない。
保護者同士でもっと交流や、ゆっくり話せ
る時間があればいいなと思う。
保護者同士のつながりがない。

保護者同士の交流や座談会などのイベ
ントをさらに充実していこうと考えておりま
す。

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対
応

5 苦情受付窓口を設置している。 8 2 1 1
特に事案が無かったのか、周知や説明は
無かった。
苦情はない。

各ご家庭からのご意見については丁寧に
対応をさせて頂いております。全体への
周知が必要な内容の苦情については、今
年度発生しておりません。

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

5

家庭と事業所での子どもの見方や考え方
を共有し、支援計画や日常の支援に繋げ
る。家庭でも取り組める内容としてポー
テージ活動カードを提示し、子どもの共通
理解に努める。

10 2

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報についての子
どもや保護者への発信

5
連絡アプリなどで活動概要や行事予定な
ど発信している。 11 1 もう少し早めに知らせてほしい。

翌月の予定について、早めにお知らせで
きるように配慮致します。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 5
入園時に保護者の同意を得ている。職員
間でも注意するよう周知している。 11 1
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評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

5
書面、専用アプリなどで保護者に周知し
ている。 9 1 1 1

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

5
月に1回、年間安全計画に沿った避難訓
練・不審者対策・避難バックの点検を実
施している。

12
月末に実施している様子を連絡帳で確認
している。

3
服薬や予防接種、てんかん発作等の子ど
もの状況の確認の実施

5
登園後、職員間で伝達するようにしてい
る。 10 2

小さな怪我でもしっかり説明し、誠意のあ
る対応をしてくれる。

4
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

5

本人専用の机を使用し、他の子どもの物
を飲食しないよう支援者が１人ついて食
事を行っている。お弁当やおやつなど、
家庭から持参してもらっている。

5 安全管理の徹底 5
安全計画に沿った生活安全、危機管理、
非常災害について、職員会の際にマニュ
アルの確認や事業所内研修を実施。

11 1

6
家族等との連携を図るため、安全計画に
基づく取組内容についての家族等へ周知

5 避難訓練内容の報告を行う。 10 2

7
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

5
職員室のボードへ張り出し、職員が全員
周知するように努めている。

8
虐待を防止するための職員研修機会の
確保等の適切な対応

5
研修会に参加し、事業所内研修として虐
待防止研修を実施している。

9

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画への記載

5 現在は対象児童はいない。
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